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ホセア6:6　わたしは�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(せいじつ),誠実)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(よろこ),喜)�ぶが、いけにえは�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(よろこ),喜)�ばない。�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぜんしょう),全焼)�のいけにえより、むしろ�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かみ),神)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(し),知)�ることを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(よろこ),喜)�ぶ。








げつようび





かみさまは　ぐうぞうに　おちいった　たみに


よげんしゃを　おくって　ぐうぞうすうはいを　しては　


ならないと　いましめられたのですが　ひとびとは　


いうことを　ききませんでした。


しかし　かみさまは　ホセアを　とおして　もういちど


おっしゃいました。


「わたしは　せいじつを　よろこぶが、いけにえは


よろこばない。ぜんしょうの　いけにえより、むしろ


かみを　しることを　よろこぶ」


しかし　たみは　けいやくを　やぶって　


くいあらためませんでした。





みことばを　とおして　はたらかれる　かみさま！


かみさまの　みことばに　したがっていく　ひとに　ならせてください。


イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。アーメン　





つぎの　ことばを　よんで　なぞって　かきましょう








かんこくご





（フェゲ）　　　　


　　　　　　　　フェ　　　　　ゲ　　　　　　フェ　　　　ゲ　　　　　フェ　　　　　ゲ　





えいご


　　　　　　　　　　　　　　　


リペント





にほんご


(悔い改め)








　　　　　　　　　　　く　　　　　　　　い　　　　　　　　あらた　　　　　　　め








　　　　　　　　　　ぷ　　　　　り　　　　　む　　　　　　の　　　　　まつ　　　　　り





ホセア4:6　わたしの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(たみ),民)�は�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ちしき),知識)�がないので�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ほろ),滅)�ぼされる。あなたが�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ち),知)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しき),識)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しりぞ),退)�けたので、わたしはあなたを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しりぞ),退)�けて、わたしの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(さいし),祭司)�としない。あなたは�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かみ),神)�のおしえを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(わす),忘)�れたので、わたしもまた、あなたの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こ),子)�らを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(わす),忘)�れよう。











かようび





イスラエルの　たみは　かみさまを　おそれず　はずかしく


おもうことも　なく　つみを　おかしました。


おうと　きぞくは　ぼうりょくと　おさけで　やりたいほうだい


たのしみました。　たみは　ぐうぞうすうはいを　して


おうと　きぞくに　きにいって　もらおうと　きげんを　


とることに　しゅうちゅうしました。


このように　イスラエルが　ぐうぞうすうはいと　いろいろな


ざいあくに　おちいって　ただしくない　いきかたを　


していた　りゆうは　かみさまを　よく　しらなかった


からでした。








みことばを　とおして　はたらかれる　かみさま！　


かみさまの　みことばを　とおして　かみさまを　しることが　


できますように。


イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。アーメン　





ホセアが　たみに　かみさまの　みことばを


つたえています。　えの　なかに　じを


みつけましょう（すくい、みことば、かみさま）












































　　　　　　　　　　　　　　　


























ホセア8:14　イスラエルは�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(じ),自)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぶん),分)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(つく),造)�り�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぬし),主)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(わす),忘)�れて、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おお),多)�くの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しんでん),神殿)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(た),建)�て、ユダは�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(じょうへき),城壁)�のある�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(まちまち),町)�々を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ま),増)�し�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(くわ),加)�えた。しかし、わたしはその�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(まちまち),町々)�に�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ひ),火)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(はな),放)�ち、その�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(きゅう),宮)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(でん),殿)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(や),焼)�き�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(つ),尽)�くす。





すいようび





イスラエルの　たみは　じぶんたちを　つくられた　


そうぞうしゅの　かみさまを　わすれて　しまいました。


そして　じぶんたちの　ちからで　イスラエルの　おうと


おさめるひとを　たてて　きゅうでんを　つくって


おおきく　りっぱな　じょうへきを　つくりました。


しかし　かみさまは　きゅうでんと　じょうへきを　すべて


ひで　やいてしまうと　おっしゃいました。


かみさまの　みことばが　ない　どりょくは　むだになります。


それは　まるで　かぜが　ふくと　なんの　あとも　


のこらずに　すぎていく　ことと　おなじです。


わたしたちは　いつも　かみさまの　みことばを　おぼえて


ききしたがわなければ　なりません。





みことばを　とおして　はたらかれる　かみさま！


かみさまの　みことばを　しんじて　ききしたがうことが　できるように


めぐみを　ください。


イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。アーメン　





みことばを　よんで　なぞって　かこう














ホセア６：６の　みことば





わたしは　せいじつを　よろこぶが、


いけにえは　よろこばない。


ぜんしょうの　いけにえより、


むしろ　かみを　しることを　よろこぶ。





ホセア６：６の　みことば





























ホセア9:7　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(けいばつ),刑罰)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ひ),日)�が�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(き),来)�た。�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ほうふく),報復)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ひ),日)�が�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(き),来)�た。イスラエルは�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(し),知)�るがよい。�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(よ),預)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(げん),言)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しゃ),者)�は�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おろ),愚)�か�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(もの),者)�、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(れい),霊)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ひと),人)�は�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(くる),狂)�った�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(もの),者)�だ。これはあなたのひどい�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ふぎ),不義)�のため、ひどい�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(にく),憎)�しみのためである。








もくようび





ホセアの　つまの　ゴメルは　おっとを　すてて　いえから


でていきました。つみの　うずに　まきこまれて　あるきまわり


けっきょく　どれいの　みぶんに　なってしまいました。


どれいに　なって　うられた　ゴメルの　すがたは　


かみさまを　はなれて　ほりょに　なった　イスラエルの


すがたです。


ホセアは　どれいに　なってしまった　ゴメルを　かわりなく


あいしました。


そして　ぎん１５シェケルと　おおむぎ１ホメルはんで


ゴメルを　かって　もういちど　つれてきました。


かみさまを　はなれた　ものの　くるしみを　ゴメルを　とおして


みせてくださいました。








みことばを　とおして　はたらかれる　かみさま！


かみさまを　はなれた　ひとに　すくいの　みことばを　つたえさせて


ください。


イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。アーメン　





ホセアが　ゴメルを　つれて　いえに　かえって


くることが　できるように　みちを　みつけて


あげましょう











ホセア10:15　イスラエルの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いえ),家)�よ。あなたがたの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あく),悪)�があまりにもひどいので、わたしはこのようにあなたがたにも�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おこ),行)�なう。イスラエルの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おう),王)�は�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(よあ),夜明)�けに�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(まった),全)�く�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ほろ),滅)�ぼされる。








きんようび





ぜんせかいが　かみさまを　はなれて　かみさまが　ない　


ぶんかが　いっぱいに　なっていました。　かみさまは


ひとびとを　いかすために　やくそくを　くださいました。


そして　かみさまは　やくそくを　なしとげる　くにとして


イスラエルを　えらばれました。　しかし　イスラエルは


じぶんたちの　みんぞくの　ための　ふくいんだと


おもいちがいを　しました。


かみさまは　ぜんせかいを　いかすために　イスラエルの


たみを　＊こらしめるしか　なかったのです。


かみさまの　こらしめである　せんそうを　とおして　


ふくいんを　もった　ひとが　ちらされました。


＊こらしめ：よくないことや　むなしいことなどを　しかって　


ばつを　あたえられること　








みことばを　とおして　はたらかれる　かみさま！


かみさまの　みことばを　しんじて　ふくいんが　ない　ひとに


ふくいんを　つたえることができる　こころと　ちからを　ください。


イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。アーメン　


　





ぜんせかいに　ふくいんを　つたえる　わたしの


すがたに　いろを　ぬろう





ホセア11:4　わたしは、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(にんげん),人間)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(つな),綱)�、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あい),愛)�のきずなで�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かれ),彼)�らを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ひ),引)�いた。わたしは�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かれ),彼)�らにとっては、そのあごのくつこをはずす�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(もの),者)�のようになり、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(やさ),優)�しくこれに�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(た),食)�べさせてきた。








どようび





かみさまは　ホセアしょを　とおして　イスラエルの　たみとの


かんけいを　かみさまが　しんろうで　たみが　しんぷだと


ひょうげん　されました。


ホセアが　ただしくない　つま　ゴメルを　さいごまで


あいしたように　かみさまは　かみさまを　はなれて


ほかの　かみがみに　つかえる　イスラエルを　さいごまで


あいされました。


ホセアを　とおして　しんろうである　さいごまで　あいして


くださる　かみさまの　あいを　しることが　できます。











みことばを　とおして　はたらかれる　かみさま！


わたしを　あいしてくださって　ありがとうございます。


イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。アーメン　





　　　　　　パパと　ママと　いっしょに　さんびしましょう

















　　　　　　　　おめめを　とじて























　　　おめ　め　を　　と　―　じ　　て　　おて　　て　を　　あ　わ　せ　－　て

















　　わ  た 　し を  つ  く     ら   れ   た　 しゅ　に　い　の　り　ま　　す








